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＜ビブリオバトル＞を知っていますか？ 

 ビブリオバトルは，お気に入りの本を紹介しあうゲームです。 

ルールは簡単，たったの４つ！ 

 

① 自分で読んでおもしろいと思った本を持って集まる。 

② 順番に，１人５分間で本を紹介する。 

③ 発表が終わったら，参加者全員でその発表についてのディスカッ

ション（討論）を２～３分する。 

④ すべての発表が終わったあと，「どの本が一番読みたくなった

か？」を考え，１人１票投票する。（※自分の本には投票しない

こと！） 

最も多く票を集めた本を『チャンプ本』とする。 

 

 夏休みが終わると文化祭シーズンが 

やってきます。 

 ぜひビブリオバトルにチャレンジし 

てみませんか？ 

 

 

（参考：『ビブリオバトルハンドブック』ビブリオバトル普及委員会/ 

編著 子どもの未来社 2015.4） 
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夏休み…といえば〈読書感想文〉！！ 

楽しい夏休みですが，忘れてはいけないのが宿題。読書感想文は毎

年大変…という人も多いのではないでしょうか。 

そこで今年の課題図書をご紹介します。 

 

〈中学校〉 

『円周率の謎を追う』鳴海
な る う み

 風
ふ う

/作 くもん出版 

『ホイッパーウィル川の伝説』キャシー・アッペルト/著 あすなろ書房 

『月はぼくらの宇宙港』佐伯
さ い き

 和人
か ず と

/作 新日本出版社 

 

〈高等学校〉 

『フラダン』古内
ふ る う ち

 一
か ず

絵
え

/作 小峰書店 

『ストロベリーライフ』荻原
お ぎ わ ら

 浩
ひろし

/著 毎日新聞出版 

『犬が来る病院』大塚
お お つ か

 敦子
あ つ こ

/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 

 課題図書以外にも図書館にはたくさんのおもしろい本があります。 

 本選びに迷ったときは，ぜひぜひ図書館の職員に声をかけてくださ

いね！ 

 



ティーンズのおすすめ本 

高知市民図書館（本館）に職場体験学習に来てくれた中学生のおすすめ本です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図書館には毎年たくさんの中学生たちが職場体験に来てくれます。 

本を本棚に戻したり整理をしたり，カウンターで本の貸出・返却をしたり。事務室で本の登録や修理もします。配送

室で各図書館に送る本の仕分けや箱詰めといった肉体労働も。 

「図書館で力仕事があるとは意外でした」 「図書館って忙しいんですね」などなど…職場体験を終えるころには，

図書館のイメージがすっかり変わっているようです。 

 

 

キャラクター・イラスト大募集！！ 

ティーンズ通信のキャラクターと，ティーンズ通信に掲載するイラストを募集しています。 

作品を投稿するときは，氏名・ペンネーム（本名のみでも OK）・住所・電話番号を書きそえて，下記の宛先まで応募してください。 

【郵送または持ち込みの場合】高知市民図書館ティーンズ担当宛 

〒780-0842 高知市追手筋２－１－７（Tel：088-823-9451） 

【E メールの場合】kc-201000@city.kochi.lg.jp 

※件名に「ティーンズ担当宛」と入れてください。 

『カゲロウデイズで中学数学が面白いほどわかる本』 

ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2016.8（市民本館 0111626501， 

T/410/ｶｹ） 

この本はマンガと問題が交互に出てくる本です。その名のとおり中学

校で出てくる問題を解説と一緒に出してくれるので，「ああ，これどうす

んだっけ」と思っても，この中に出てくるキャラが色々ヒントややり方

を解説してくれるので，問題が解きやすいです。 

数学が苦手な人だけでなく，得意な人も楽しみながらできる本です。 

【中 2 男子】 

『中学数学のコツ「苦手…」がみるみる「得意！」になる』 

石崎 秀穂/著 秀和システム 2016.9 

（市民本館 0111632374，T/410/ｲｼ） 

 中学数学が苦手でむずかしいと思ってしまっていても，この本を読

めば，得意とまではいかなくても，苦手でもなくなると感じました。 

 この本はわかりにくいところを，別のものやたとえを使ってあらわ

しているので，わかりやすいです。 

【中 2 男子】 

mailto:kc-201000@city.kochi.lg.jp

